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(57)【要約】
【課題】無線タグにおける消費電力を低減しつつ、複数
の無線タグとデータ収集装置との間の通信の相互の衝突
を防止することができるデータ収集システムおよび無線
タグを提供すること。
【解決手段】データ収集システムは、複数の無線タグ１
と、複数の無線タグ１との間で時分割多重無線通信を行
うデータ収集装置２とを備え、データ収集装置２は、ゲ
ートまたはその近傍に設けられ、無線タグ１に対し、Ｌ
Ｆ帯の信号を送信する収集装置側送信手段と、無線タグ
１から送信され、ＬＦ帯よりも高い周波数帯の信号を受
信する収集装置側受信手段と、時刻情報生成手段と、タ
イムスロット番号情報生成手段とを備え、無線タグ１は
、データ収集装置２に対し、ＬＦ帯よりも高い周波数帯
の信号を送信するタグ側送信手段と、データ収集装置２
から送信されたＬＦ帯の信号を受信するタグ側受信手段
と、計時手段と、記憶手段とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の無線タグと、前記複数の無線タグとの間で時分割多重無線通信を行うデータ収集
装置とを備え、
　前記データ収集装置は、ゲートまたは前記ゲートの近傍に設けられ、前記無線タグに対
し、ＬＦ帯の信号を送信する収集装置側送信手段と、
　前記無線タグから送信されたＬＦ帯よりも高い周波数帯の信号を受信する収集装置側受
信手段と、
　時刻を示す時刻情報を生成する時刻情報生成手段と、
　前記無線タグから前記データ収集装置に対して送信が可能な時間帯を表すタイムスロッ
ト番号を示すタイムスロット番号情報を生成するタイムスロット番号情報生成手段とを備
え、
　前記無線タグは、前記データ収集装置に対し、ＬＦ帯よりも高い周波数帯の信号を送信
するタグ側送信手段と、
　前記データ収集装置から送信されたＬＦ帯の信号を受信するタグ側受信手段と、
　計時を行う計時手段と、
　情報を記憶する記憶手段とを備え、
　前記データ収集装置は、前記収集装置側送信手段により、前記無線タグが前記ゲートを
通過する際、該無線タグに対し、前記タイムスロット番号情報と、現在の時刻を示す時刻
情報とを送信し、
　前記無線タグは、前記タグ側受信手段により、前記タイムスロット番号情報と、前記時
刻情報とを受信し、前記記憶手段に前記タイムスロット番号情報を記憶し、前記時刻情報
に基づいて前記計時手段の計時情報を補正して該計時手段により計時を行い、前記タイム
スロット番号に対応する時間帯に、前記タグ側送信手段により、前記データ収集装置に対
して送信を行うよう構成されていることを特徴とするデータ収集システム。
【請求項２】
　前記記憶手段には、前記無線タグのＩＤ情報が記憶されており、
　前記無線タグは、前記タイムスロット番号に対応する時間帯に、前記タグ側送信手段に
より、前記データ収集装置に対して、前記ＩＤ情報を送信するよう構成されている請求項
１に記載のデータ収集システム。
【請求項３】
　前記無線タグは、物理量を検出するセンサーを有しており、
　前記無線タグは、前記タイムスロット番号に対応する時間帯に、前記タグ側送信手段に
より、前記データ収集装置に対して、前記ＩＤ情報とともに、前記センサーの検出結果を
送信するよう構成されている請求項２に記載のデータ収集システム。
【請求項４】
　前記データ収集装置が管理し、前記ゲートを介して出入りし得る管理領域が設定されて
おり、
　前記データ収集装置は、前記無線タグが前記管理領域内に位置するか否かを判別する判
別手段を有する請求項１ないし３のいずれかに記載のデータ収集システム。
【請求項５】
　前記データ収集装置が管理し、前記ゲートを介して出入りし得る管理領域が設定されて
おり、
　前記ゲートは、前記管理領域側に位置する内側ゲート部と、前記内側ゲート部の前記管
理領域と反対側に位置する外側ゲート部とを有し、
　前記収集装置側送信手段は、前記内側ゲート部または前記内側ゲート部の近傍に設けら
れた第１の送信部と、前記外側ゲート部または前記外側ゲート部の近傍に設けられた第２
の送信部とを有し、
　前記収集装置側受信手段は、前記内側ゲート部または前記内側ゲート部の近傍に設けら
れた第１の受信部と、前記外側ゲート部または前記外側ゲート部の近傍に設けられた第２
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の受信部とを有し、
　前記データ収集装置は、前記無線タグが前記ゲートを通過する際、前記収集装置側受信
手段により受信した情報に基づいて、前記タグの移動方向を判別する移動方向判別手段を
有する請求項１ないし４のいずれかに記載のデータ収集システム。
【請求項６】
　前記データ収集装置が管理し、前記ＬＦ帯よりも高い周波数帯の信号が互いに干渉しな
い程度に離間した第１の管理領域と、第２の管理領域とが設定されており、
　前記第１の管理領域内に位置する前記無線タグと、第２の管理領域内に位置する前記無
線タグとで、前記タイムスロット番号を重複して設定するよう構成されている請求項１な
いし５のいずれかに記載のデータ収集システム。
【請求項７】
　データ収集装置との間で時分割多重無線通信を行うものであり、
　前記データ収集装置に対し、ＬＦ帯よりも高い周波数帯の信号を送信するタグ側送信手
段と、
　前記データ収集装置から送信されたＬＦ帯の信号を受信するタグ側受信手段と、
　計時を行う計時手段と、
　情報を記憶する記憶手段とを備えることを特徴とする無線タグ。
【請求項８】
　前記無線タグは、物理量を検出するセンサーを有する請求項７に記載の無線タグ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ収集システムおよび無線タグに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　複数のクライアント側無線送信機と１台のホスト側無線通信機との間で無線通信を行う
場合は、各クライアント側無線送信機とホスト側無線通信機との間の通信の相互の衝突（
混信）を防止する必要がある。
　この通信の衝突を防止するシステムとして、特許文献１には、各クライアント側無線通
信機において、それぞれ、ランダムに送信のタイミングを決定することで、各クライアン
ト側無線通信機とホスト側無線通信機との間の通信の相互の衝突を回避するデータ収集シ
ステムが開示されている。
【０００３】
　しかしながら、前記特許文献１に記載されたデータ収集システムでは、通信の衝突を抑
制することはできるが、各無線通信機においてランダムに決定された送信のタイミングが
一致する場合もあるので、通信の衝突を完全に回避することはできない。
　なお、通信方式として時分割多重通信を採用すれば、各クライアント側無線送信機とホ
スト側無線通信機との間の通信の相互の衝突を防止することができるが、消費電力が高い
という欠点がある。特に、クライアント側無線送信機として、電池が内蔵された無線タグ
を用いる場合は、その無線タグでの消費電力が高いと、電池の消耗が激しく、長持ちしな
いという欠点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４２８４５１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、無線タグにおける消費電力を低減しつつ、複数の無線タグとデータ収
集装置との間の通信の相互の衝突を防止することができるデータ収集システムおよび無線
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タグを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
［適用例１］
　本発明のデータ収集システムは、複数の無線タグと、前記複数の無線タグとの間で時分
割多重無線通信を行うデータ収集装置とを備え、
　前記データ収集装置は、ゲートまたは前記ゲートの近傍に設けられ、前記無線タグに対
し、ＬＦ帯の信号を送信する収集装置側送信手段と、
　前記無線タグから送信されたＬＦ帯よりも高い周波数帯の信号を受信する収集装置側受
信手段と、
　時刻を示す時刻情報を生成する時刻情報生成手段と、
　前記無線タグから前記データ収集装置に対して送信が可能な時間帯を表すタイムスロッ
ト番号を示すタイムスロット番号情報を生成するタイムスロット番号情報生成手段とを備
え、
　前記無線タグは、前記データ収集装置に対し、ＬＦ帯よりも高い周波数帯の信号を送信
するタグ側送信手段と、
　前記データ収集装置から送信されたＬＦ帯の信号を受信するタグ側受信手段と、
　計時を行う計時手段と、
　情報を記憶する記憶手段とを備え、
　前記データ収集装置は、前記収集装置側送信手段により、前記無線タグが前記ゲートを
通過する際、該無線タグに対し、前記タイムスロット番号情報と、現在の時刻を示す時刻
情報とを送信し、
　前記無線タグは、前記タグ側受信手段により、前記タイムスロット番号情報と、前記時
刻情報とを受信し、前記記憶手段に前記タイムスロット番号情報を記憶し、前記時刻情報
に基づいて前記計時手段の計時情報を補正して該計時手段により計時を行い、前記タイム
スロット番号に対応する時間帯に、前記タグ側送信手段により、前記データ収集装置に対
して送信を行うよう構成されていることを特徴とする。
【０００７】
　これにより、複数の無線タグとデータ収集装置との間で時分割多重無線通信（時分割多
重通信）を行うので、各無線タグとデータ収集装置との間の通信の相互の衝突を防止する
ことができる。
　また、ＬＦ帯での通信では、受信の際の消費電力は低く、無線タグでは、受信側にＬＦ
帯での通信（ＬＦ通信）を用い、送信側にＬＦ帯よりも高い周波数帯での通信を用いるの
で、無線タグの消費電力を低減することができ、内蔵（搭載）される電池等の電源部を長
持ちさせることができる。
【０００８】
［適用例２］
　本発明のデータ収集システムでは、前記記憶手段には、前記無線タグのＩＤ情報が記憶
されており、
　前記無線タグは、前記タイムスロット番号に対応する時間帯に、前記タグ側送信手段に
より、前記データ収集装置に対して、前記ＩＤ情報を送信するよう構成されていることが
好ましい。
　これにより、オフィス管理等の管理を行うことができる。
【０００９】
［適用例３］
　本発明のデータ収集システムでは、前記無線タグは、物理量を検出するセンサーを有し
ており、
　前記無線タグは、前記タイムスロット番号に対応する時間帯に、前記タグ側送信手段に
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より、前記データ収集装置に対して、前記ＩＤ情報とともに、前記センサーの検出結果を
送信するよう構成されていることが好ましい。
　これにより、データ収集システムの応用の幅が広がる。
【００１０】
［適用例４］
　本発明のデータ収集システムでは、前記データ収集装置が管理し、前記ゲートを介して
出入りし得る管理領域が設定されており、
　前記データ収集装置は、前記無線タグが前記管理領域内に位置するか否かを判別する判
別手段を有することが好ましい。
　これにより、オフィス管理等の管理をより確実に行うことができる。
【００１１】
［適用例５］
　本発明のデータ収集システムでは、前記データ収集装置が管理し、前記ゲートを介して
出入りし得る管理領域が設定されており、
　前記ゲートは、前記管理領域側に位置する内側ゲート部と、前記内側ゲート部の前記管
理領域と反対側に位置する外側ゲート部とを有し、
　前記収集装置側送信手段は、前記内側ゲート部または前記内側ゲート部の近傍に設けら
れた第１の送信部と、前記外側ゲート部または前記外側ゲート部の近傍に設けられた第２
の送信部とを有し、
　前記収集装置側受信手段は、前記内側ゲート部または前記内側ゲート部の近傍に設けら
れた第１の受信部と、前記外側ゲート部または前記外側ゲート部の近傍に設けられた第２
の受信部とを有し、
　前記データ収集装置は、前記無線タグが前記ゲートを通過する際、前記収集装置側受信
手段により受信した情報に基づいて、前記タグの移動方向を判別する移動方向判別手段を
有することが好ましい。
　これにより、オフィス管理等の管理をより確実に行うことができる。
【００１２】
［適用例６］
　本発明のデータ収集システムでは、前記データ収集装置が管理し、前記ＬＦ帯よりも高
い周波数帯の信号が互いに干渉しない程度に離間した第１の管理領域と、第２の管理領域
とが設定されており、
　前記第１の管理領域内に位置する前記無線タグと、第２の管理領域内に位置する前記無
線タグとで、前記タイムスロット番号を重複して設定するよう構成されていることが好ま
しい。
　これにより、タイムスロット番号を有効に活用することできる。
【００１３】
［適用例７］
　本発明の無線タグは、データ収集装置との間で時分割多重無線通信を行うものであり、
　前記データ収集装置に対し、ＬＦ帯よりも高い周波数帯の信号を送信するタグ側送信手
段と、
　前記データ収集装置から送信されたＬＦ帯の信号を受信するタグ側受信手段と、
　計時を行う計時手段と、
　情報を記憶する記憶手段とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　これにより、複数の無線タグとデータ収集装置との間で時分割多重無線通信（時分割多
重通信）を行うことにより、各無線タグとデータ収集装置との間の通信の相互の衝突を防
止することができる。
　また、受信側にＬＦ帯での通信（ＬＦ通信）を用い、送信側にＬＦ帯よりも高い周波数
帯での通信を用いるので、無線タグの消費電力を低減することができ、内蔵（搭載）され
る電池等の電源部を長持ちさせることができる。
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【００１５】
［適用例８］
　本発明の無線タグでは、前記無線タグは、物理量を検出するセンサーを有することが好
ましい。
　これにより、データ収集システムに用いた場合、応用の幅が広がる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明のデータ収集システムをオフィス管理システムに適用した場合の第１実施
形態を示すブロック図である。
【図２】図１に示すオフィス管理システムを摸式的に示す図である。
【図３】図１に示すオフィス管理システムにおけるタイムスロットを示す図である。
【図４】図１に示すオフィス管理システムの動作を説明するための図である。
【図５】図１に示すオフィス管理システムの動作を説明するための図である。
【図６】図１に示すオフィス管理システムの他の構成例を示すブロック図である。
【図７】本発明のデータ収集システムをオフィス管理システムに適用した場合の第２実施
形態を摸式的に示す図である。
【図８】図７に示すオフィス管理システムにおけるタイムスロットを示す図である。
【図９】本発明のデータ収集システムをオフィス管理システムに適用した場合の第３実施
形態を摸式的に示す図である。
【図１０】図９に示すオフィス管理システムにおけるタイムスロットを示す図である。
【図１１】本発明のデータ収集システムをオフィス管理システムに適用した場合の第３実
施形態におけるゲート付近を摸式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明のデータ収集システムおよび無線タグを添付図面に示す好適な実施形態に
基づいて詳細に説明する。
　なお、以下の実施形態では、代表的に、本発明のデータ収集システムおよび無線タグを
オフィス管理システムに適用した場合について説明する。また、ＬＦ帯よりも高い周波数
帯として、代表的に、ＵＨＦ帯を使用する場合について説明する。
【００１８】
　＜第１実施形態＞
　図１は、本発明のデータ収集システムをオフィス管理システムに適用した場合の第１実
施形態を示すブロック図、図２は、図１に示すオフィス管理システムを摸式的に示す図、
図３は、図１に示すオフィス管理システムにおけるタイムスロットを示す図、図４および
図５は、それぞれ、図１に示すオフィス管理システムの動作を説明するための図、図６は
、図１に示すオフィス管理システムの他の構成例を示すブロック図である。
【００１９】
　図１に示すオフィス管理システム１００は、複数の無線タグ１と、データ収集装置２と
を備え、各無線タグ１とデータ収集装置２との間で時分割多重無線通信（時分割多重通信
）を行うものである。各無線タグ１は、それぞれ、各社員に配布され、その社員が保持す
る。無線タグ１の数は、特に限定されず、社員数等の諸事情に応じて、適宜、増減（設定
）することができる。なお、無線タグ１を保持する社員が移動することでその無線タグ１
が移動することになるが、以下では、単に、「無線タグ１が移動」等とも表記する。
【００２０】
　データ収集装置２は、ゲート（出入り口）３１を介して社員が出入りし得るオフィス等
の管理領域４１を管理するものである（図２参照）。このデータ収集装置２は、ＬＦ（Ｌ
ｏｗ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）帯アンテナ２１とＬＦ帯送信回路２２とを有し、無線タグ１
に対し、ＬＦ帯の信号を送信するＬＦ帯送信部（収集装置側送信手段）２８と、ＵＨＦ（
Ｕｌｔｒａ　Ｈｉｇｈ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）帯アンテナ２３とＵＨＦ帯受信回路２４と
を有し、無線タグ１から送信されたＵＨＦ帯（ＬＦ帯よりも高い周波数帯）の信号を受信
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するＵＨＦ帯受信部（収集装置側受信手段）２９と、制御部（制御手段）２５と、情報を
記憶する記憶部（記憶手段）２６と、時刻（時間）を示す時刻情報を生成する時刻情報生
成部（時刻情報生成手段）２７とを備えている。
【００２１】
　時刻情報生成部２７としては、例えば、原子時計等の高精度時計、インターネット等を
利用して時刻情報を取得する装置等が挙げられる。
　また、制御部２５は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を有するマイクロコンピュー
ター等で構成され、データ収集装置２における各種の演算処理、判断や、データ収集装置
２全体の制御等を行う。なお、制御部２５により、判別手段の主機能が達成される。
【００２２】
　データ収集装置２を構成する前記ＬＦ帯送信部２８、ＵＨＦ帯受信部２９、制御部２５
、記憶部２６および時刻情報生成部２７は、１箇所に配置されていてもよく、また、互い
に複数箇所に分かれて配置されていてもよい。
　但し、ＬＦ帯送信部２８は、ゲート３１またはゲート３１の近傍に設置されている。な
お、本実施形態では、ＬＦ帯送信部２８は、ゲート３１設置されている。
　また、ＵＨＦ帯受信部２９は、ゲート３１またはゲート３１の近傍に設置されているこ
とが好ましく、本実施形態では、ゲート３１に設置されている。
【００２３】
　無線タグ１は、ＵＨＦ帯アンテナ１１とＵＨＦ帯送信回路１２とを有し、データ収集装
置２に対し、ＵＨＦ帯の信号を送信するＵＨＦ帯送信部（タグ側送信手段）１８と、ＬＦ
帯アンテナ１３とＬＦ帯受信回路１４とを有し、データ収集装置２から送信されたＬＦ帯
の信号を受信するＬＦ帯受信部（タグ側受信手段）１９と、制御部（制御手段）１５と、
情報を記憶する記憶部（記憶手段）１６と、計時を行う計時部（計時手段）１７と、図示
しない電池等の電源部とを備えている。
【００２４】
　計時部１７としては、計時し得るものであれば特に限定されず、その精度は、比較的高
い方が好ましいが、比較的低くてもよい。
　また、制御部１５は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を有するマイクロコンピュー
ター等で構成され、無線タグ１における各種の演算処理、判断や、無線タグ１全体の制御
等を行う。
　また、各無線タグ１の記憶部１６には、それぞれ、対応する無線タグ１のＩＤ（個体識
別）情報が記憶されており、そのＩＤ情報により、各無線タグ１を特定し得るようになっ
ている。
【００２５】
　ＬＦ帯は、３０～３００ｋＨｚの周波数帯であり、また、ＵＨＦ帯は、０．３～３ＧＨ
ｚの周波数帯である。なお、ＬＦ帯での通信を「ＬＦ通信」とも言い、また、ＵＨＦ帯で
の通信を「ＵＨＦ通信」とも言う。
　ここで、ＬＦ通信の特徴は、通信が可能な距離（通信可能距離）が短く、また、送信の
際の消費電力は高いが、受信の際の消費電力は低い。これは、ＬＦ帯の電波は波長が長い
ためアンテナを小型化すると電波の放射効率が悪くなることに起因している。すなわち、
電波の放射効率の悪い点を補うために、送信機の送信電力を大きく設定する必要があり、
送信機の消費電力が増えてしまうのである。また、これとは逆にＬＦ帯の受信機は受信周
波数が低いため、受信回路を集積化しても消費電力を低く抑えることができる。なお、Ｌ
Ｆ通信での通信可能距離は、１～５ｍ程度の範囲内で適宜設定することができる。
【００２６】
　一方、ＵＨＦ通信の特徴は、通信可能距離がＬＦ通信に比べて長く、また、送信の際の
消費電力はＬＦ通信に比べて低いが、受信の際の消費電力はＬＦ通信に比べて高い。これ
は、ＵＨＦ帯の電波はＬＦ帯よりも波長が短いため、電波の放射効率を維持したままアン
テナを小型化するのが容易であることに起因している。すなわち、送信機の送信電力を低
く設定できるので送信機の消費電力を抑えることができるのである。また、これとは逆に
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ＵＨＦ帯の受信機はＬＦ帯の受信機よりも受信周波数が高いので、受信回路を集積化する
と周波数にほぼ比例して消費電力が増えてしまうのである。なお、ＵＨＦ通信での通信可
能距離は、５～５０ｍ程度の範囲内で適宜設定することができる。
【００２７】
　このため、前記のように、無線タグ１では、受信側にＬＦ通信を用い、送信側にＵＨＦ
通信を用いる。これにより、消費電力を低減することができ、内蔵（搭載）されている電
池等の電源部を長持ちさせることができる。
　また、データ収集装置２では、受信側にＵＨＦ通信を用い、送信側にＬＦ通信を用いる
。データ収集装置２への電力の供給は、容易であるので、データ収集装置２の消費電電力
は高くても問題がない。
【００２８】
　なお、本実施形態では、ＬＦ帯よりも高い周波数帯として、ＵＨＦ帯を用いるが、ＬＦ
帯よりも高い周波数帯であれば、特に限定されず、ＵＨＦ帯の他、例えば、ＶＨＦ帯、Ｓ
ＨＦ帯等が挙げられる。
　また、各無線タグ１とデータ収集装置２との間では、ＵＨＦ帯で時分割多重通信を行う
。これにより、各無線タグ１とデータ収集装置２との間の通信の相互の衝突（混信）を防
止することができる。
【００２９】
　時分割多重通信では、時間軸を一定の周期で多重化の数のタイムスロット（小分割され
た時間）に分割する。データ収集装置２の記憶部２６には、予め、データ収集装置２に対
して送信が可能な時間帯を表す複数のタイムスロット番号が記憶されている。なお、タイ
ムスロット番号の数は、管理領域４１内に入ると予想される無線タグ１を保持する社員の
最大数程度に設定されることが好ましい。
【００３０】
　また、データ収集装置２から無線タグ１には、データ収集装置２に対して送信が可能な
時間帯を表すタイムスロット番号が付与される。この無線タグ１へのスロット番号の付与
は、無線タグ１がゲートを通過する際に行われる。無線タグ１では、付与されたスロット
番号を示すスロット番号情報は、記憶部１６に記憶される。
　そして、無線タグ１の制御部１５では、計時部１７で計時して得られた時刻情報と、タ
イムスロット番号とに基づいて、送信のタイミングを決定し、ＵＨＦ帯送信部１８により
、データ収集装置２への送信を行う。
【００３１】
　図３に示すように、例えば、３つの無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃと、データ収集装置２と
の間で時分割多重通信を行う場合は、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃには、それぞれ、タイム
スロット番号として、タイムスロットＮｏ．１、Ｎｏ．２、Ｎｏ．３が付与される。
　各タイムスロットＮｏ．１、Ｎｏ．２、Ｎｏ．３のタイムスロットには、送信（通信）
を行う送信期間と、送信を行わないガードインターバルとが設けられている。ガードイン
ターバルを設けることにより、計時部１７の誤差による混信を防止することができる。な
お、ガードインターバルは、計時部１７の精度に応じて適宜設定することができる。
【００３２】
　ここで、ＵＨＦ通信により、無線タグ１からデータ収集装置２に送信する情報としては
、例えば、無線タグ１のＩＤ情報等が挙げられる。
　この場合、無線タグ１の制御部１５では、タイムスロット番号に対応した時間帯に、Ｕ
ＨＦ帯送信部１８により、データ収集装置２に対し、ＩＤ情報を送信する。
　一方、データ収集装置２は、ＵＨＦ帯受信部２９の他に、制御部２５に接続され、管理
領域４１内の各所に設置された複数のＵＨＦ帯受信部（図示せず）を有している。各ＵＨ
Ｆ帯受信部としては、ＵＨＦ帯受信部２９と同様のものを用いることができる
　無線タグ１から送信されたＩＤ情報は、前記各ＵＨＦ帯受信部のうちのいずれかのＵＨ
Ｆ帯受信部により、受信される。これにより、データ収集装置２の制御部２５は、その無
線タグ１を保持する社員が管理領域４１内にいるものと判断する。
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　一方、各ＵＨＦ帯受信部のうちのいずれのＵＨＦ帯受信部においてもＩＤ情報が受信さ
れない場合は、制御部２５は、そのＩＤ情報に対応する無線タグ１を保持する社員が管理
領域４１外にいるものと判断する。
【００３３】
　また、図６に示すように、無線タグ１は、物理量を検出するセンサーとして、温度を検
出する温度センサー５１を有していることが好ましい。この場合は、無線タグ１は、温度
センサー５１により無線タグ１の周囲の温度を検出し、ＵＨＦ通信により、データ収集装
置２に対して、ＩＤ情報とともに、温度センサー５１により検出された温度の情報（温度
センサー５１の検出結果）等を送信する。なお、物理量を検出するセンサーとしては、温
度センサーの他、例えば、照度を検出する照度センサー、湿度を検出する湿度センサー等
が挙げられる。
【００３４】
　次に、無線タグ１がゲート３１を通過する際のオフィス管理システム１００の作用を説
明する。
　図２に示すように、無線タグ１が管理領域４１内に移動する際において、ゲート３１を
通過する際は、図４に示すように、まず、データ収集装置２は、無線タグ１に対し、ＩＤ
情報を問い合わせる。この際は、データ収集装置２は、ＬＦ帯送信部２８により、ＬＦ通
信で送信を行う。
【００３５】
　無線タグ１は、オフィス管理システム１００におけるＬＦ通信での通信可能範囲に入る
と、ＬＦ帯受信部１９により、前記ＩＤ情報の問い合わせを受信する。そして、無線タグ
１は、そのＩＤ情報の問い合わせに対し、ＩＤ情報をデータ収集装置２に返信する。この
際は、無線タグ１は、ＵＨＦ帯送信部１８により、ＵＨＦ通信で送信を行う。
　なお、データ収集装置２は、例えば、定期的に前記ＩＤ情報の問い合わせを行うことに
より、ゲート３１を通過する無線タグ１に対し、そのＩＤ情報の問い合わせを行うことが
できる。
　データ収集装置２は、ＵＨＦ帯受信部２９により、ＩＤ情報を受信する。これにより、
制御部２５は、無線タグ１がゲート３１を通過し、管理領域４１に移動することを把握す
ることができる。すなわち、制御部２５は、無線タグ１が管理領域４１内に位置するもの
と判断する。
【００３６】
　次に、データ収集装置２は、無線タグ１に対し、時刻情報生成部２７により生成された
時刻情報と、タイムスロット番号情報と、無線タグ１から受信したＩＤ情報とを、ＬＦ帯
送信部２８により送信する。
　無線タグ１は、ＬＦ帯受信部１９により、前記時刻情報、タイムスロット番号情報およ
びＩＤ情報を受信する。そして、無線タグ１は、制御部１５において、データ収集装置２
から受信したＩＤ情報が、自己のＩＤ情報と一致するか否かを判断し、一致する場合は、
前記時刻情報およびタイムスロット番号情報を受理する。そして、無線タグ１は、データ
収集装置２に対し、ＵＨＦ帯送信部１８により、正常受信完了通知を返信する。なお、無
線タグ１は、前記データ収集装置２から受信したＩＤ情報と自己のＩＤ情報とが一致しな
い場合は、前記時刻情報およびタイムスロット番号情報を受理せず、データ収集装置２に
対し、正常受信完了通知は返信しない。
【００３７】
　データ収集装置２は、ＵＨＦ帯受信部２９により、無線タグ１から送信された正常受信
完了通知を受信する。これにより、制御部２５は、無線タグ１が時刻情報およびタイムス
ロット番号情報を受理したことを把握することができる。また、制御部２５は、無線タグ
１がゲート３１を通過し、管理領域４１に移動することを把握することができる。すなわ
ち、制御部２５は、無線タグ１が管理領域４１内に位置するものと判断する。
【００３８】
　また、無線タグ１は、タイムスロット番号情報を記憶部１６に記憶し、また、時刻情報
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に基づいて計時部１７の計時情報を補正し、計時部１７により計時を行う。なお、計時部
１７は、常に作動して計時を行っていてもよく、また、無線タグ１が管理領域４１内に位
置しているときのみ、計時を行うようにしてもよい。後者の場合、消費電力を低減するこ
とができる。
【００３９】
　そして、無線タグ１の制御部１５では、前述したように、計時部１７で計時して得られ
た時刻情報と、タイムスロット番号とに基づいて、送信のタイミングを決定し、ＵＨＦ帯
送信部１８により、データ収集装置２への送信を行う。
　なお、無線タグ１が管理領域４１内から外部に移動する際において、ゲート３１を通過
する際の動作は、データ収集装置２から無線タグ１に対し、時刻情報およびタイムスロッ
ト番号情報を送信しない他は、前記と略同様である。
　ここで、データ収集装置２の制御部は、ＩＤ情報の問い合わせに対してＩＤ情報を受信
しない場合や、正常受信完了通知を受信しない場合は、無線タグ１がゲート３１を通過し
、管理領域４１内から外部に移動したことを把握することができる。すなわち、制御部２
５は、無線タグ１が管理領域４１の外側（外部）に位置するものと判断する。
【００４０】
　次に、複数の無線タグ１が同時にゲート３１を通過する際のオフィス管理システム１０
０の作用として、１例として、３つの無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃが同時にゲート３１を通
過する場合について説明する。
　図５に示すように、まず、データ収集装置２は、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃに対し、Ｉ
Ｄ情報を問い合わせる。この際は、データ収集装置２は、ＬＦ帯送信部２８により、ＬＦ
通信で送信を行う。
【００４１】
　無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃは、ＬＦ通信での通信可能範囲に入ると、ＬＦ帯受信部１９
により、前記ＩＤ情報の問い合わせを受信する。そして、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃは、
そのＩＤ情報の問い合わせに対し、ＩＤ情報をデータ収集装置２に返信する。この際は、
無線タグ１は、ＵＨＦ帯送信部１８により、ＵＨＦ通信で送信を行う。
　なお、データ収集装置２は、例えば、定期的に前記ＩＤ情報の問い合わせを行うことに
より、ゲート３１を通過する無線タグ１に対し、そのＩＤ情報の問い合わせを行うことが
できる。
【００４２】
　ここで、前記無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃからデータ収集装置２へのＩＤ情報の返信は、
通信の衝突が生じないように、互いに時間をずらして行う。この方法としては、例えば、
返信（送信）のタイミングをランダムに決定する（返信の待ち時間をランダムに決定する
）方法や、ＩＤ情報に応じて返信のタイミングを設定する等の方法を用いることができる
。なお、返信のタイミングをランダムに決定する場合、通信の衝突が生じたとしても、無
線タグ１ａ、１ｂ、１ｃがゲート３１を通過するには、所定の時間を要するので、次のデ
ータ収集装置２からのＩＤ情報の問い合わせで対応することができ、問題はない。
　データ収集装置２は、ＵＨＦ帯受信部２９により、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃから送信
されたＩＤ情報を受信する。これにより、制御部２５は、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃがゲ
ート３１を通過し、管理領域４１に移動することを把握することができる。すなわち、制
御部２５は、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃが管理領域４１内に位置するものと判断する。
【００４３】
　次に、データ収集装置２は、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃに対し、時刻情報生成部２７に
より生成された時刻情報と、タイムスロット番号情報と、無線タグ１から受信したＩＤ情
報とを、ＬＦ帯送信部２８により、順番（時間をずらして）に送信する。この順番は、特
に限定されないが、ＩＤ情報を受信した順番とすることが好ましい。図示の構成では、ま
ず、データ収集装置２は、無線タグ１ａに対し、時刻情報と、タイムスロット番号情報と
、ＩＤ情報とを送信する。
【００４４】
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　無線タグ１ａは、ＬＦ帯受信部１９により、前記時刻情報、タイムスロット番号情報お
よびＩＤ情報を受信する。そして、無線タグ１ａは、制御部１５において、データ収集装
置２から受信したＩＤ情報が、自己のＩＤ情報と一致するか否かを判断する。この場合、
前記データ収集装置２から受信したＩＤ情報と自己のＩＤ情報とが一致するので、無線タ
グ１ａは、前記時刻情報およびタイムスロット番号情報を受理する。そして、無線タグ１
ａは、データ収集装置２に対し、ＵＨＦ帯送信部１８により、正常受信完了通知を返信す
る。
【００４５】
　また、無線タグ１ｂ、１ｃは、ＬＦ帯受信部１９により、前記時刻情報、タイムスロッ
ト番号情報およびＩＤ情報を受信する。そして、無線タグ１ｂ、１ｃは、制御部１５にお
いて、データ収集装置２から受信したＩＤ情報が、自己のＩＤ情報と一致するか否かを判
断する。この場合、前記データ収集装置２から受信したＩＤ情報と自己のＩＤ情報とが一
致しないので、無線タグ１ｂ、１ｃは、前記時刻情報およびタイムスロット番号情報を受
理せず、データ収集装置２に対し、正常受信完了通知を返信しない。
【００４６】
　データ収集装置２は、ＵＨＦ帯受信部２９により、無線タグ１ａから送信された正常受
信完了通知を受信する。これにより、制御部２５は、無線タグ１ａが時刻情報およびタイ
ムスロット番号情報を受理したことを把握することができる。また、制御部２５は、無線
タグ１ａがゲート３１を通過し、管理領域４１に移動することを把握することができる。
すなわち、制御部２５は、無線タグ１ａが管理領域４１内に位置するものと判断する。
【００４７】
　次に、データ収集装置２は、無線タグ１ｂに対し、時刻情報と、タイムスロット番号情
報と、ＩＤ情報とを送信する。
　無線タグ１ｂは、ＬＦ帯受信部１９により、前記時刻情報、タイムスロット番号情報お
よびＩＤ情報を受信する。そして、無線タグ１ｂは、制御部１５において、データ収集装
置２から受信したＩＤ情報が、自己のＩＤ情報と一致するか否かを判断する。この場合、
前記データ収集装置２から受信したＩＤ情報と自己のＩＤ情報とが一致するので、無線タ
グ１ｂは、前記時刻情報およびタイムスロット番号情報を受理する。そして、無線タグ１
ｂは、データ収集装置２に対し、ＵＨＦ帯送信部１８により、正常受信完了通知を返信す
る。
【００４８】
　また、無線タグ１ａ、１ｃは、ＬＦ帯受信部１９により、前記時刻情報、タイムスロッ
ト番号情報およびＩＤ情報を受信する。そして、無線タグ１ａ、１ｃは、制御部１５にお
いて、データ収集装置２から受信したＩＤ情報が、自己のＩＤ情報と一致するか否かを判
断する。この場合、前記データ収集装置２から受信したＩＤ情報と自己のＩＤ情報とが一
致しないので、無線タグ１ａ、１ｃは、前記時刻情報およびタイムスロット番号情報を受
理せず、データ収集装置２に対し、正常受信完了通知を返信しない。
【００４９】
　データ収集装置２は、ＵＨＦ帯受信部２９により、無線タグ１ｂから送信された正常受
信完了通知を受信する。これにより、制御部２５は、無線タグ１ｂが時刻情報およびタイ
ムスロット番号情報を受理したことを把握することができる。また、制御部２５ｂは、無
線タグ１ｂがゲート３１を通過し、管理領域４１に移動することを把握することができる
。すなわち、制御部２５は、無線タグ１ｂが管理領域４１内に位置するものと判断する。
【００５０】
　次に、データ収集装置２は、無線タグ１ｃに対し、時刻情報と、タイムスロット番号情
報と、ＩＤ情報とを送信する。
　無線タグ１ｃは、ＬＦ帯受信部１９により、前記時刻情報、タイムスロット番号情報お
よびＩＤ情報を受信する。そして、無線タグ１ｃは、制御部１５において、データ収集装
置２から受信したＩＤ情報が、自己のＩＤ情報と一致するか否かを判断する。この場合、
前記データ収集装置２から受信したＩＤ情報と自己のＩＤ情報とが一致するので、無線タ
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グ１ｃは、前記時刻情報およびタイムスロット番号情報を受理する。そして、無線タグ１
ｃは、データ収集装置２に対し、ＵＨＦ帯送信部１８により、正常受信完了通知を返信す
る。
【００５１】
　また、無線タグ１ａ、１ｂは、ＬＦ帯受信部１９により、前記時刻情報、タイムスロッ
ト番号情報およびＩＤ情報を受信する。そして、無線タグ１ａ、１ｂは、制御部１５にお
いて、データ収集装置２から受信したＩＤ情報が、自己のＩＤ情報と一致するか否かを判
断する。この場合、前記データ収集装置２から受信したＩＤ情報と自己のＩＤ情報とが一
致しないので、無線タグ１ａ、１ｂは、前記時刻情報およびタイムスロット番号情報を受
理せず、データ収集装置２に対し、正常受信完了通知を返信しない。
【００５２】
　データ収集装置２は、ＵＨＦ帯受信部２９により、無線タグ１ｃから送信された正常受
信完了通知を受信する。これにより、制御部２５は、無線タグ１ｃが時刻情報およびタイ
ムスロット番号情報を受理したことを把握することができる。また、制御部２５は、無線
タグ１ｃがゲート３１を通過し、管理領域４１に移動することを把握することができる。
すなわち、制御部２５は、無線タグ１ｃが管理領域４１内に位置するものと判断する。
【００５３】
　また、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃは、タイムスロット番号情報を記憶部１６に記憶し、
また、時刻情報に基づいて計時部１７の計時情報を補正し、計時部１７により計時を行う
。
　そして、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃの制御部１５では、前述したように、計時部１７で
計時して得られた時刻情報と、タイムスロット番号とに基づいて、送信のタイミングを決
定し、ＵＨＦ帯送信部１８により、データ収集装置２への送信を行う。
　なお、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃが管理領域４１内から外部に移動する際において、ゲ
ート３１を通過する際の動作は、データ収集装置２から無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃに対し
、時刻情報およびタイムスロット番号情報を送信しない他は、前記と略同様である。
【００５４】
　ここで、データ収集装置２の制御部は、ＩＤ情報の問い合わせに対してＩＤ情報を受信
しない場合や、正常受信完了通知を受信しない場合は、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃがゲー
ト３１を通過し、管理領域４１内から外部に移動したことを把握することができる。すな
わち、制御部２５は、無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃが管理領域４１の外側（外部）に位置す
るものと判断する。
【００５５】
　次に、オフィス管理システム１００の行う管理の１例について説明する。
　（構成例１）
　構成例１は、図１に示すオフィス管理システム１００が、管理領域内の各社員のパソコ
ンのセキュリティーの管理を行う場合について説明する。
　まず、管理システム１００のデータ収集装置２は、ＵＨＦ帯受信部２９の他に、制御部
２５に接続され、管理領域４１内の各社員が使用するパソコンの近傍に設置された複数の
ＵＨＦ帯受信部を有している。この場合、パソコンの数とＵＨＦ帯受信部の数とが一致し
ていてもよく、また、一致していなくてもよい。また、各ＵＨＦ帯受信部としては、ＵＨ
Ｆ帯受信部２９と同様ものを用いることができる。また、データ収集装置２と各パソコン
とが接続されており、データ収集装置２の制御部２５により、各パソコンの状態を、それ
ぞれ、そのパソコンが操作部（キーボードやマウス等）からの操作を受け付ける状態（ア
クティブ）と、操作を受け付けない状態（スリープ）とに切り替えることができるように
なっている。
【００５６】
　前述したように、各無線タグ１の制御部１５では、それぞれ、タイムスロット番号に対
応した時間帯に、データ収集装置２に対し、ＩＤ情報を送信する。以下、代表的に、所定
の無線タグ１を保持する社員が使用するパソコンのセキュリティーの管理について説明す
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る。
　まず、無線タグ１を保持する社員が、その社員が使用するパソコンの近傍に位置してい
る場合、すなわち、オフィス管理システム１００におけるＵＨＦ通信での通信可能距離以
内に位置している場合は、そのパソコンの近傍に設置されたＵＨＦ帯受信部により、無線
タグ１から送信したＩＤ情報が受信される。これにより、データ収集装置２の制御部２５
は、無線タグ１がパソコンの近傍に位置に位置していること、すなわち、無線タグ１を保
持する社員が、その社員が使用するパソコンの近傍に位置していることを把握することが
できる。この場合は、パソコンが立ち上がっている場合は、制御部２５は、そのパソコン
が操作部からの操作を受け付ける状態を保持する。
【００５７】
　一方、無線タグ１を保持する社員が、その社員が使用するパソコンから、オフィス管理
システム１００におけるＵＨＦ通信での通信可能距離よりも離間すると、そのパソコンの
近傍に設置されたＵＨＦ帯受信部において、無線タグ１から送信したＩＤ情報が受信され
なくなる。これにより、データ収集装置２の制御部２５は、無線タグ１がパソコンの近傍
に位置に位置していないこと、すなわち、無線タグ１を保持する社員が、その社員が使用
するパソコンの近傍に位置していないことを把握することができる。この場合は、パソコ
ンが立ち上がっている場合は、制御部２５は、そのパソコンが操作部からの操作を受け付
けない状態に切り替える。そして、次に、パソコンの近傍に設置されたＵＨＦ帯受信部に
より、無線タグ１から送信したＩＤ情報が受信されると、制御部２５は、そのパソコンが
操作部からの操作を受け付ける状態に切り替える。このようにして、各パソコンのセキュ
リティーを管理することができる。
【００５８】
　（構成例２）
　構成例２は、図６に示すオフィス管理システム１００が、管理領域内の各社員の近傍の
温度調整を行う実施例であり、以下構成例２について説明する。
　まず、管理システム１００のデータ収集装置２は、ＵＨＦ帯受信部２９の他に、制御部
２５に接続され、管理領域４１内の各所に設置された複数のＵＨＦ帯受信部を有している
。各ＵＨＦ帯受信部としては、ＵＨＦ帯受信部２９と同様ものを用いることができる。ま
た、データ収集装置２と管理領域４１内を加温・冷却するエアコンとが接続されており、
データ収集装置２の制御部２５により、エアコンを操作できるようになっている。
【００５９】
　前述したように、各無線タグ１では、それぞれ、温度センサー５１により無線タグ１の
周囲の温度が検出され、タイムスロット番号に対応した時間帯に、データ収集装置２に対
し、ＩＤ情報および温度センサー５１により検出された温度の情報（温度情報）を送信す
る。以下、代表的に、所定の無線タグ１を保持する社員の近傍の温度調整について説明す
る。
　まず、無線タグ１を保持する社員の近傍に設置されたＵＨＦ帯受信部により、無線タグ
１から送信したＩＤ情報および温度情報が受信される。これにより、データ収集装置２の
制御部２５は、前記社員の近傍の温度を把握することができる。
【００６０】
　次に、制御部２５は、前記温度情報に基づいて、前記社員の近傍の温度が目標温度にな
るように、エアコンを調整する。このようにして、管理領域内の各社員の近傍の温度を調
整することができる。
　以上説明したように、このオフィス管理システム１００によれば、各無線タグ１とデー
タ収集装置２との間で時分割多重通信を行うので、各無線タグ１とデータ収集装置２との
間の通信の相互の衝突を防止することができる。
　また、無線タグ１の受信側には、ＬＦ帯通信を用いるので、無線タグ１の消費電力を低
減することができ、内蔵されている電池等の電源部を長持ちさせることができる。
【００６１】
　＜第２実施形態＞
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　図７は、本発明のデータ収集システムをオフィス管理システムに適用した場合の第２実
施形態を摸式的に示す図、図８は、図７に示すオフィス管理システムにおけるタイムスロ
ットを示す図、図９は、本発明のデータ収集システムをオフィス管理システムに適用した
場合の第３実施形態を摸式的に示す図、図１０は、図９に示すオフィス管理システムにお
けるタイムスロットを示す図である。
【００６２】
　以下、第２実施形態について、前述した第１実施形態との相違点を中心に説明し、同様
の事項については、その説明を省略する。
　図７に示すように、第２実施形態のオフィス管理システム１００では、データ収集装置
２が管理する管理領域（第１の管理領域）４１１と、管理領域（第２の管理領域）４１２
とが設定されている。管理領域４１１と管理領域４１２とは、管理領域４１１内の各地点
と、管理領域４１２内の各地点との間で、いずれも、オフィス管理システム１００におけ
るＵＨＦ通信が不可能なように離間している。すなわち、管理領域４１１と管理領域４１
２とは、オフィス管理システム１００において使用するＵＨＦ帯の信号が互いに干渉しな
い程度に離間している。
【００６３】
　また、各管理領域４１１、４１２の出入り口として、それぞれ、ゲート３１１、３１２
が設置されている。各ゲート３１１、３１２には、それぞれ、ＬＦ帯送信部２８１および
ＵＨＦ帯受信部２９１、ＬＦ帯送信部２８２およびＵＨＦ帯受信部２９２が設置されてい
る。ＬＦ帯送信部２８１、２８２としては、ＬＦ帯送信部２８と同様のものを用いること
ができる。また、ＵＨＦ帯受信部２９１、２９２としては、ＵＨＦ帯受信部２９と同様の
ものを用いることができる。
【００６４】
　このオフィス管理システム１００では、図８に示すように、管理領域４１１内に位置す
る無線タグ１ａ、１ｂ、１ｃと、管理領域４１２内に位置する無線タグ１ｄ、１ｅ、１ｆ
とで、タイムスロット番号を重複して設定する。すなわち、無線タグ１ａ、１ｄに、同一
のタイムスロットＮｏ．１を設定し、無線タグ１ｂ、１ｅに、同一のタイムスロットＮｏ
．２を設定し、無線タグ１ｃ、１ｆに、同一のタイムスロットＮｏ．３を設定する。これ
により、タイムスロット番号を有効に活用することできる。一方、管理領域４１１内の各
地点と、管理領域４１２内の各地点との間では、ＵＨＦ通信を行うことができないので、
タイムスロット番号を重複して設定しても混信が生じることがなく、問題はない。
　なお、時分割多重通信を行いつつ、さらに、搬送波が混信しないように、複数の搬送波
周波数で通信し得るように構成してもよい。この場合は、同一の管理領域４１１内におい
ても、タイムスロット番号を重複して設定することができる。
【００６５】
　また、図９に示すように、管理領域４１２内に位置していた無線タグ１ｄが、管理領域
４１１内に移動する場合は、図１０に示すように、その無線タグ１ｄには、新たに、タイ
ムスロットＮｏ．４を付与する。そして、図９に示すように、管理領域４１２内に、新た
に、無線タグ１ｇが移動する場合は、図１０に示すように、前記無線タグ１ｄが使用して
いたタイムスロットＮｏ．１を、その無線タグ１ｇに付与する。これにより、タイムスロ
ット番号を有効に活用することできる。
　このオフィス管理システム１００によれば、前述した第１実施形態と同様の効果も得ら
れる。
　なお、管理領域の数は、２つに限らず、３つ以上でもよい。
【００６６】
　＜第３実施形態＞
　図１１は、本発明のデータ収集システムをオフィス管理システムに適用した場合の第３
実施形態におけるゲート付近を摸式的に示す図である。
　以下、第３実施形態について、前述した第１実施形態との相違点を中心に説明し、同様
の事項については、その説明を省略する。
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【００６７】
　図１１に示すように、第３実施形態のオフィス管理システム１００では、ゲート３２は
、管理領域４１側に位置する内側ゲート部３２１と、内側ゲート部３２１の管理領域４１
と反対側に位置する外側ゲート部３２２を有している。
　内側ゲート部３２１および外側ゲート部３２２には、それぞれ、ＬＦ帯送信部（第１の
送信部）２８３およびＵＨＦ帯受信部（第１の受信部）２９３、ＬＦ帯送信部（第２の送
信部）２８４およびＵＨＦ帯受信部（第２の受信部）２９４が設置されている。ＬＦ帯送
信部２８３、２８４としては、ＬＦ帯送信部２８と同様のものを用いることができる。ま
た、ＵＨＦ帯受信部２９３、２９４としては、ＵＨＦ帯受信部２９と同様のものを用いる
ことができる。
　また、内側ゲート部３２１と外側ゲート部３２２とは、ＬＦ帯送信部２８３から送信す
る信号と、ＬＦ帯送信部２８４から送信する信号とが互いに干渉しない程度に離間してい
る。
【００６８】
　無線タグ１が外部から管理領域４１内に移動する場合は、無線タグ１は、外側ゲート部
３２２のＬＦ帯送信部２８４およびＵＨＦ帯受信部２９４と、内側ゲート部３２１のＬＦ
帯送信部２８３およびＵＨＦ帯受信部２９３とで、先に、外側ゲート部３２２のＬＦ帯送
信部２８４およびＵＨＦ帯受信部２９４と送信を行う。
　すなわち、データ収集装置２の制御部は、ＩＤ情報の問い合わせに対して、外側ゲート
部３２２のＵＨＦ帯受信部２９４が先にＩＤ情報を受信する。
　これにより、制御部２５は、無線タグ１がゲート３２を通過し、外部から管理領域４１
に移動することを把握することができる。すなわち、制御部２５は、無線タグ１が管理領
域４１内に位置するものと判断する。
【００６９】
　また、無線タグ１が管理領域４１内から外部に移動する場合は、無線タグ１は、外側ゲ
ート部３２２のＬＦ帯送信部２８４およびＵＨＦ帯受信部２９４と、内側ゲート部３２１
のＬＦ帯送信部２８３およびＵＨＦ帯受信部２９３とで、先に、内側ゲート部３２１のＬ
Ｆ帯送信部２８３およびＵＨＦ帯受信部２９３と送信を行う。
　すなわち、データ収集装置２の制御部は、ＩＤ情報の問い合わせに対して、内側ゲート
部３２１のＵＨＦ帯受信部２９３が先にＩＤ情報を受信する。
　これにより、制御部２５は、無線タグ１がゲート３２を通過し、管理領域４１内から外
部に移動することを把握することができる。すなわち、制御部２５は、無線タグ１が管理
領域４１の外側（外部）に位置するものと判断する。なお、制御部２５により、移動方向
判別手段の主機能が達成される。
【００７０】
　また、無線タグ１からＵＨＦ帯受信部２９３への送信に使用するコードと、ＵＨＦ帯受
信部２９４への送信に使用するコードとを互いに別のものとすれば、制御部２５は、より
確実に、無線タグ１の管理領域４１への入場と退場とを判別することができる。
　このオフィス管理システム１００によれば、前述した第１実施形態と同様の効果も得ら
れる。
【００７１】
　以上、本発明のデータ収集システムおよび無線タグを、図示の実施形態に基づいて説明
したが、本発明はこれに限定されるものではなく、各部の構成は、同様の機能を有する任
意の構成のものに置換することができる。また、本発明に、他の任意の構成物が付加され
ていてもよい。
　また、本発明は、前記各実施形態のうちの、任意の２以上の構成（特徴）を組み合わせ
たものであってもよい。
【符号の説明】
【００７２】
　１～１ｇ…無線タグ　１１…ＵＨＦ帯アンテナ　１２…ＵＨＦ帯送信回路　１３…ＬＦ
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帯アンテナ　１４…ＬＦ帯受信回路　１５…制御部　１６…記憶部　１７…計時部　１８
…ＵＨＦ帯送信部　１９…ＬＦ帯受信部　２…データ収集装置　２１…ＬＦ帯アンテナ　
２２…ＬＦ帯送信回路　２３…ＵＨＦ帯アンテナ　２４…ＵＨＦ帯受信回路　２５…制御
部　２６…記憶部　２７…時刻情報生成部　２８、２８１～２８４…ＬＦ帯送信部　２９
、２９１～２９４…ＵＨＦ帯受信部　３１、３１１、３１２、３２…ゲート　３２１…内
側ゲート部　３２２…外側ゲート部　４１、４１１、４１２…管理領域　５１…温度セン
サー　１００…オフィス管理システム

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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